Zokubungei to tsūshinshi by 杉下  元明
俗文藝と通信使
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9  享保四年に来日した通信使が「李東郭前年亦已作古人」とこたえている（『備後叢書３／
備陽六郡志』）。  
10  杉田氏訳。なお「河伯」は『荘子』秋水篇に登場する黄河の神。「東海若」は、『荘子』に
従うなら、「北海若」とあるほうがふさわしい。  
俗文藝と通信使 
245 
る。 
宝暦の通信使に話をもどす。 
一月二十八日、京都にはいった金仁謙は、反日感情を隠していない。 
 
館舎は本能寺 五層の楼門の上には 
十個餘りの銅輪を施した相輪が 天高くそびえている。 
庭の水石も見事であり 竹やその他の木も趣きがある 
倭王の居所というから その贅沢ははかり難いところである 
山の姿は雄壮 河は野をめぐって流れ 
沃野千里を成しているが 惜しんで餘りあることは 
この豊かな金城湯池が 倭人の所有するところとなり 
帝だ皇だと称し 子々孫々に伝えられていることである 
この犬にも等しい輩を 皆ことごとく掃討し 
四百里六十州を 朝鮮の国土とし 
朝鮮王の徳をもって 礼節の国にしたいものだ 
 
まことに乱暴な発想である。あるいは、こういった日本に対する反感が、なんら
かの理由で殺人事件にまでつながったのではないかとすら、思えてくる。勿論、外
国から来日した要人を殺害するなどという行為は、いかなる理由があろうとも容認
されるものではないのだが。 
以上、本稿では紙幅の都合から正徳と宝暦の通信使にしぼり、俗文藝とのかかわ
りを考えてみた。興味本位なものもふくめ、朝鮮通信使がさまざまな形で俗文藝に
取り入れられたこと、そのなかには、必ずしも通信使に対して好意的ではないもの
もあったことが知られる。 
一方に、儒者はいうまでもなく、庶民レベルにもいたる健全な関心があった。そ
の一方では感情の行き違いや、不幸な形でのかかわりもあった。朝鮮通信使と俗文
藝の関連は、鎖国下の海外交流の光と影について考察する手がかりになりうると考
えられるのである。 
 
（所属は発表当時）  
